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12月定例会 令和5年12月定例会は、11月30日から12月20日まで
開催され、条例7件、補正予算18件、諮問4件、議員発議
1件、その他6件を審議しました。

補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）

天草広域連合衛生費負担金
� 1,811万3千円　
　松島地区清掃センターの搬入路の地すべり
対策工事の工事請負費の増額並びに新ごみ処
理施設施工監理業務に係る増額に伴う負担金
を計上するもの。

一般会計14億8,958万6千円を増額

漁業経営セーフティネット構築事

業補助金（燃油・飼料）�
� 2,937万4千円　
　国の「デフレ完全脱却のための総合経済
対策」を踏まえ、予算化された重点支援地
方交付金を活用し、令和５年度の住民税均
等割が非課税の世帯に対し追加支給する金
額を計上するもの。

12月定例会

登立小学校屋内運動場改修工事費
� 9,379万7千円　
　築後41年が経過し経年劣化が著しいことか
ら、施設の健全性を向上させ、利用者の安全
を確保するとともに児童が安心して教育が受
けられる環境を維持するため、改修工事監理
委託料、改修工事費を計上するもの。

▲登立小学校屋内運動場

▲搬入路の地すべりの状況

LPガス価格高騰対策支援事業補助金
� 3,430万円　
　上天草市内の LP ガス使用世帯に対して、
熊本県の物価高騰対応生活者支援交付金を活
用し、価格高騰対策のために支給する給付金
および給付に要する事務費相当額（令和5年
10月～令和6年4月）を計上するもの。

▲LPガス使用世帯への給付金

▲左：赤崎漁港沖　右：下桶川漁港

一般会計14億8,958万6千円を増額
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★�上天草市交流センタースパ・タラソ天草の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例

条例改正条例改正

上
天
草
市
面
的
D
X
基
盤
構
築
・
観
光
周
遊

シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料
5
1
7
万
円
に

つ
い
て

問 

今
回
の
事
業
実
施
以
降
の
展
望
は
。

答 

今
後
は
経
済
の
域
内
循
環
を
さ
ら
に

促
す
た
め
、
普
段
の
生
活
で
利
用
し
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
の
発
行
、
現
在
市
内
で
発
行
さ
れ

て
い
る
商
工
会
等
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
の
事
業

と
の
連
携
、
ま
た
国
の
給
付
事
業
に
お
い
て

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
機
能
の
充
実
と
利
用

者
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
矢
野
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
委
託
料
に
つ
い
て
（
債
務
負
担
行
為
）

問 

こ
の
議
案
は
、
令
和
3
年
12
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
、
施
設
の
安
全
性
の
確
保
の

観
点
か
ら
本
会
議
で
否
決
さ
れ
た
も
の
と
同

じ
施
設
で
同
じ
指
定
期
間
で
あ
る
が
、
今
回
、

再
度
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

施
設
の
安
全
性
の
疑
義
が
解
消
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
直
営
に
よ
る
運
営
再
開
に
当

た
り
、
耐
震
性
に
つ
い
て
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
に
説
明
を
行
い
ご
理
解
を
頂
き
、
施
設

に
関
す
る
予
算
を
承
認
い
た
だ
い
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
、
運
営
経
費
削
減
、

施
設
の
効
率
・
効
果
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

以
前
か
ら
指
定
管
理
で
運
営
を
行
っ
て
い
た

経
緯
を
踏
ま
え
、
再
度
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
指
定
管
理
委
託
料
に
つ

い
て
（
債
務
負
担
行
為
）

問 

令
和
5
年
度
ま
で
の
委
託
料
と
比
較

し
、
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
の
増
減
は
。

ま
た
、
増
減
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
理
由
と

積
算
根
拠
は
。

答 

令
和
6
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で

の
限
度
額
は
、
現
行
の
委
託
料
と
比
較
し
、

総
額
で
6
1
2
4
万
7
千
円
、
年
額
で

1
2
2
0
万
2
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
施
設
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
・
修

繕
等
の
経
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

リ
ス
ク
分
担
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
修
繕
等

の
経
費
を
増
額
し
て
お
り
、
ま
た
、
新
た
に

温
泉
お
よ
び
タ
ラ
ソ
プ
ー
ル
の
機
械
等
保
守

点
検
業
務
を
専
門
業
者
へ
再
委
託
す
る
経
費

を
計
上
し
た
こ
と
が
、
債
務
負
担
行
為
の
限

度
額
が
増
加
す
る
要
因
と
考
え
ま
す
。

令
和
5
年
度
上
天
草
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
9
号
）
に
つ
い
て

議案質疑議案質疑
議案質疑の動画

提出された議案に対する質疑の一部を要約して掲載します。

温泉入浴料� 大人　　５００円

アクアトニックプール（元気海プール）�大人　１，０００円

家族湯　潮さい　　　　　　１時間１室� １，２００円

家族湯　夕なぎ　　　　　　１時間１室� １，０００円

延長３０分ごと� ５００円

大人　　６００円

大人　１，２００円

１，４００円

１，２００円

　　６００円

　昨今の燃料価格高騰により、上記のとおり施設使用料が変更される
ものです。

可
決
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指定管理者の指定指定管理者の指定
★上天草市立斎場

指定管理者：株式会社　光正社

　　　代表取締役　上元　賢正

期　　　間：令和6年4月1日～

　　　　　　令和9年3月31日

★上天草市交流センタースパ・タラソ天草
指定管理者：株式会社ウェルネスデベロップメント

　　　　　　代表取締役　野田　史

期　　　間：令和6年4月1日～

　　　　　　令和11年3月31日（5年間）

★上天草市（大矢野・姫戸・大道・樋島）老人福祉センター
　及び上天草市大矢野陶芸館

指定管理者：社会福祉法人上天草市社会福祉協議会

　　　　　　会長　堀江　隆臣

期　　　間：令和6年4月1日～令和9年3月31日

★上天草市大矢野自然休養村管理センター
指定管理者：株式会社サンアメニティ

　　　　　　代表取締役　吉澤　幸夫

期　　　間：令和6年4月1日～

　　　　　　令和9年3月31日

指定管理者制度とは？
　多様化する住民ニーズに効果的・効率的に対応するため、民間のノウハウを活用し、
住民サービスの向上と経費の削減等を図ることを目的として、民間事業者等も公の施設
の管理を行うことができる制度です。

意見　地元雇用を
すすめるとともに、
葬祭事業者との関係
構築に努めサービス
向上を図っていただ
きたい。

問 �　利用者増のための取
組は。

答 �　関連団体との連携、
電子クーポンによる優
待料金、特典付きサー
ビスの提供などを予定
されています。

問　事業者の実績は。
答 �　全国で71施設、

県内６施設の管理
実績があります。

可
決

可
決

可
決

可
決
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議案
番号 議案名 結果 表決数

北
垣
　
　
洋

井
手
口
隆
光

木
下
　
文
宣

何
川
　
　
誠

塩
田
　
真
一

嶋
元
　
秀
司

田
中
　
辰
夫

何
川
　
雅
彦

宮
下
　
昌
子

西
本
　
輝
幸

髙
橋
　
　
健

小
西
　
涼
司

田
中
　
万
里

桑
原
　
千
知

議案
第73号

上天草市交流センタースパ・タラソ天草
の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第74号

令和5年度上天草市一般会計
補正予算（第8号） 可決 12-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第80号

令和5年度上天草市一般会計
補正予算（第9号） 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第91号

指定管理者の指定について
（上天草市立斎場） 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第92号

指定管理者の指定について
（上天草市交流センタースパ・タラソ天草） 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第93号

指定管理者の指定について
（上天草市（大矢野・姫戸・大道・樋島）
老人福祉センター及び上天草市大矢野陶芸館）

可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第94号

指定管理者の指定について
（上天草市大矢野自然休養村管理センター） 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第97号

令和5年度上天草市一般会計
補正予算（第11号） 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

発議
第2号

上天草市議会議員の請負の状況の公
表に関する条例の制定について 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

〇賛成　●反対　/欠席　－議長は除く

賛 否 表
主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

人事案件 議員発議

人権擁護委員 宮
みや

﨑
ざき

　　寛
ひろし

　（再任）
大矢野町

人権擁護委員 田
た

口
ぐち

　元
もと

次
つぐ

　（再任）
松島町

人権擁護委員 山
やま

﨑
さき

むつみ　（新任）
大矢野町

人権擁護委員 鬼
おに

塚
つか

　昭
あき

彦
ひこ

　（新任）
松島町

上天草市議会議員の請負の状況の
公表に関する条例の制定について

　何川雅彦議会運営委員長より、条例の
制定について発議があり、全会一致で可決
されました。

（提案理由）
　地方自治法の一部改正により、議員の
市との請負に関する規制の明確化および
緩和がなされたことに伴い、議員の請負
の状況を公表することで透明性を確保し、
議会の運営の公正および事務の執行の適正
を図る必要があることから、条例を制定
するもの。
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常任委員会

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
市
立
斎
場
）

問 

現
在
、
業
務
を
委
託
し
て
い
る
事

業
者
だ
が
、
企
画
提
案
書
に
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
地

元
の
方
の
雇
用
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

新
し
い
提
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
人
生
の
終
え
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
場

と
し
て
、
利
用
者
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
現
状
、
地
元
の
方
の

雇
用
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

意
見 

地
元
雇
用
が
進
む
よ
う
今
後
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
元
葬

祭
事
業
者
と
の
関
係
構
築
に
務
め
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

上
天
草
市
交
流
セ
ン
タ
ー

ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
の

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問 

料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
燃
料

価
格
高
騰
に
よ
る
も
の
と
あ
る
が
、
ど
の

程
度
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
5
類
へ

の
移
行
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
も
加
味
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答 

令
和
4
年
の
利
用
者
ベ
ー
ス
で
試

算
し
、
約
9
7
0
万
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
数
に
つ
い
て

は
、
料
金
値
上
げ
に
よ
っ
て
減
少
す
る
分

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
5
類

移
行
に
伴
う
増
加
を
考
慮
し
て
試
算
し
て

い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
大
矢
野
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
）

問 

指
定
管
理
者
は
市
外
の
事
業
者
と

い
う
こ
と
だ
が
、
雇
用
す
る
職
員
は
市
内

在
住
な
の
か
。
ま
た
、
事
業
者
の
指
定
管

理
業
務
の
実
績
は
。

答 

選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
市
内
在

住
者
を
雇
用
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
実
績
は
、
全
国
規
模
で

指
定
管
理
業
務
を
受
託
し
て
い
る
事
業
者

で
あ
り
、
全
国
で
71
施
設
、
県
内
で
も
6

施
設
の
管
理
業
務
を
受
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
上
天
草
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
9
号
）

  �【
職
員
採
用
試
験
手
数
料
38
万
円
に

つ
い
て
】

問 

面
接
官
を
外
部
か
ら
派
遣
す
る
こ

と
に
よ
る
効
果
は
。

答 

面
接
の
際
、
コ
ン
サ
ル
会
社
の
方

が
質
問
者
を
担
い
、
市
の
職
員
が
面
接
官

を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
問
者
と
面
接

官
の
区
分
け
が
明
確
に
出
来
て
い
る
こ
と

か
ら
正
確
な
判
断
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　本会議で委員会に付託された議案等について、常任委員会で審査しました。
その経過と結果について報告します。（主なもの）
※経済建設常任委員会へ付託された案件はありませんでした。

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

可
決

可
決

▲市立斎場
可
決

可
決
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  �【
上
天
草
市
面
的
ＤＸ

基
盤
構
築
業

務
委
託
・
上
天
草
市
観
光
周
遊
シ
ス

テ
ム
構
築
業
務
委
託
5
1
7
万
円
に

つ
い
て
】

問 

飲
食
店
向
け
に
デ
ジ
タ
ル
食
事
券

を
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
ア

プ
リ
登
録
者
数
は
。
ま
た
、
今
後
ア
プ
リ

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
事
業
者
や
市
民

へ
の
周
知
方
法
は
。

答 

現
在
の
登
録
者
数
は
7
0
0
名
程

度
（
12
月
12
日
時
点
）
で
す
。
今
後
、
ア

プ
リ
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
1
人
で

も
多
く
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、

簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
説
明

会
の
開
催
を
含
め
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

問 

観
光
客
向
け
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
告
知
や
周
知
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答 

上
天
草
市
の
各
種
店
舗
や
旅
館
・

ホ
テ
ル
等
に
来
て
い
た
だ
い
た
観
光
客
に
、

こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
い
た

だ
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
に
対
し
、
こ
う

し
た
説
明
を
含
め
た
業
務
委
託
を
考
え
て

い
ま
す
。

  �【
上
天
草
市
大
矢
野
町
湯
島
地
区
定

期
航
路
運
賃
割
引
証
等
交
付
事
業
補

助
金
61
万
円
に
つ
い
て
】

問 

定
期
船
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答 

令
和
2
年
10
月
よ
り
、
島
民
に
対

し
定
期
船
の
運
賃
6
0
0
円
の
う
ち
、

2
0
0
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
外
出
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問 

料
金
改
定
後
の
運
賃
は
。

答 

事
業
者
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省

に
対
し
、
現
状
の
6
0
0
円
か
ら
8
0
0

円
に
改
定
す
る
た
め
の
事
務
手
続
を
進
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、

市
の
助
成
金
を
、
現
状
の
2
0
0
円
か
ら

3
0
0
円
に
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

  �【
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
事
業
9
9
8
4  

万
2
千
円
に
つ
い
て
】

問 

10
月
の
法
改
正
に
伴
い
、
返
礼
品

の
上
限
額
が
3
割
以
下
に
な
り
、
加
え
て

経
費
の
総
額
も
寄
付
額
の
5
割
以
下
に
収

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
市
の
返
礼
品
と
、

そ
の
経
費
を
合
わ
せ
た
総
額
の
寄
付
額
に

対
す
る
割
合
は
。

答 

令
和
4
年
度
に
お
い
て
は
、
寄
付

額
の
約
48
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

今
回
の
法
改
正
を
受
け
、
本
市
の

返
礼
品
や
年
間
の
寄
付
額
に
与
え
る
影
響

は
。

答 

経
費
を
寄
付
額
の
5
割
以
下
に
収

め
る
た
め
に
、
返
礼
品
の
金
額
を
引
き
上

げ
る
と
事
業
者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ

と
か
ら
、
寄
付
額
自
体
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▲湯島定期船
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一般質問
12月定例会では8人の議員が一般質問を行いました。

日程 議員氏名 質問事項

12　

／　

14

木下　文宣
▶ DX（デジタルトランスフォーメーション）について
▶ 冠水対策について

宮下　昌子
▶ 水俣病問題について
▶ 乗合タクシーについて
▶ ふるさと納税について

塩田　真一

▶ ごみ減量化の取組及びごみ分別収集について
▶ 市内小中学校の統廃合の進捗状況について
▶ いじめ問題等について
▶ 不登校について

田中　辰夫

▶ 八代・天草シーライン構想について
▶ 国立公園内における展望所・休憩所の環境整備について
▶ 上天草市特産物モニュメントの利活用について
▶ 海運業をフックとした地域振興について

12　

／　

15

小西　涼司
▶ 本と歴史の交流館「イコット」について
▶ 上天草市省エネ家電買替え促進補助金について
▶ 多文化共生の環境づくりについて

田中　万里
▶ 熊本天草幹線道路開通に伴う地域振興策の取組について
▶ TSMC 進出における本市への影響について
▶ DX の更なる取組について

何川　雅彦
▶ 再生可能エネルギーの活用に向けた取組の進捗状況について
▶ 水道事業の基盤強化について
▶ 公共施設の非常用発電設備について

西本　輝幸
▶ 水道料金の推移について
▶ 水道施設の維持管理について

一般質問の動画を配信しています！
　次ページからの各議員顔写真横の QR コードを読み取ると、一般質問の動画を視聴できます！
　また、上天草市の公式 HP からは過去の映像も視聴できます。

●注意（免責）事項●
・配信している映像は本市議会の公式記録ではありません。公式記録は会議録

をご覧ください。
・発言の訂正や取り消しが行われた場合、当該箇所の映像や音声が消去される

場合があります。
・視聴には大量のデータ通信が発生しますので、Wi-Fi 接続や定額通信サービ

ス環境での視聴を推奨します。

QR SAMPLE

SCAN QR CODE
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木下　文宣 議員

DX の取組を通じた
市の業務改善効果はＱ
Ａ コスト削減、意思決定の

迅速化につながっている
【
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
】

木
下　

全
国
で
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
業

務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
上
天
草
市
で
は
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
事
業

の
進
捗
状
況
、
財
政
措
置
、
業
務

改
善
の
効
果
、
今
後
の
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長　

令
和
3
年
度
に

「
上
天
草
市
版
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
5

つ
の
基
本
的
な
考
え
を
示
し
、
令

和
7
年
度
ま
で
に
17
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
進
捗

状
況
は
、
完
了
6
事
業
、
実
施
中

8
事
業
で
あ
り
、
費
用
は
国
の
交

付
金
や
補
助
金
が
事
業
費
の
約

67
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
業
務
改

善
の
効
果
に
つ
い
て
は
徐
々
に
で

は
あ
る
が
期
待
ど
お
り
の
効
果
が

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
人
材
不
足
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
て
よ
り
良
い
行
政
運

営
に
向
け
た
改
善
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
下　

Ｄ
Ｘ
は
地
域
経
済
の
活
性

化
や
業
務
の
効
率
化
に
繋
が
る
よ

う
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
市
の
取

組
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
冠
水
対
策
に
つ
い
て
】

木
下　

松
島
町
教
良
木
園
部
地
区

お
よ
び
隣
接
す
る
星
平
地
区
の
今

後
の
冠
水
対
策
は
。

経
済
振
興
部
長　

園
部
地
区
に
つ

い
て
は
、
地
元
か
ら
要
望
が
あ
り
、

住
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
有

効
な
冠
水
対
策
に
は
大
き
な
事
業

費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
市
の

一
般
財
源
で
の
実
施
が
難
し
く
、

国
庫
補
助
等
を
活
用
し
て
地
元
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
の
で
、
国
や
県
に
新
た
な
補
助

事
業
の
創
設
や
要
件
の
見
直
し
の

要
望
を
し
て
い
ま
す
。

木
下　

課
題
解
決
に
向
け
て
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

沢
山
あ
る
が
今
後
も
粘
り
強
く
国

や
県
に
要
望
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
部
長　

星
平
地
区
に
お
け
る

今
後
の
高
潮
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
冠
水
の
原
因
と
思
わ
れ
る
道

路
を
横
断
す
る
暗
き
ょ
等
へ
の
河

川
水
の
逆
流
に
つ
い
て
は
、
河
川

管
理
者
の
熊
本
県
と
逆
流
防
止
弁

等
の
設
置
の
有
効
性
や
役
割
分
担

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
水
俣
病
問
題
に
つ
い
て
】

宮
下　

大
阪
地
裁
が
、
原
告
1
2

8
人
全
員
を
水
俣
病
と
認
め
、
国
、

県
、
チ
ッ
ソ
に
賠
償
命
令
を
下
し

た
。
こ
の
判
決
を
ど
う
思
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

裁
判
中
の
案
件

で
す
の
で
、
本
市
と
し
て
の
コ
メ

ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
裁
判
の
行
方
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下　
「
コ
メ
ン
ト
は
控
え
る
、

見
守
る
だ
け
で
何
も
し
な
い
。」

で
は
、
住
民
の
方
に
目
を
向
け
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
近
畿
訴
訟

の
判
決
は
、
指
定
地
域
や
年
限
を

越
え
た
救
済
を
認
め
た
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
だ
。

上
天
草
市
で
も
2
0
0
人
超
の
人

た
ち
が
救
済
を
求
め
て
闘
っ
て
い

る
。

　

前
回
（
平
成
29
年
）
の
質
問
後
、

市
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

自
治
体
単
位
で

の
要
望
事
例
は
な
く
、
関
係
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

宮
下　

他
の
自
治
体
が
要
望
す
れ

ば
す
る
が
、
自
ら
率
先
し
て
は
し

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
こ
う
い
う

市
や
県
の
態
度
も
60
年
以
上
解
決

し
な
い
原
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
国
の
悪
政

か
ら
住
民
を
守
る
防
波
堤
と
な
る

の
が
地
方
自
治
体
の
仕
事
で
は
な

い
の
か
。
市
長
は
、
患
者
会
の

方
々
と
お
会
い
に
な
っ
た
と
聞
い

た
が
、
何
か
行
動
を
起
こ
し
て
い

た
だ
け
る
の
か
。

市
長　

政
治
決
着
に
向
け
て
の
患

者
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
お
気

持
ち
を
、
国
会
議
員
に
お
伝
え
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

宮
下　

今
、
裁
判
を
闘
う
原
告
の

7
割
近
い
人
た
ち
が
70
歳
以
上
だ
。

解
決
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
、

人
道
的
に
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。

ぜ
ひ
、
患
者
に
寄
り
添
い
早
期
解

決
に
向
け
て
、
国
や
県
に
働
き
掛

け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

宮下　昌子 議員

水俣病解決のために、何か
行動を起こしていただけるのかＱ
Ａ 患者の皆さんのご意見を

国会議員に伝えようと思います
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【
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
の
構

想
に
つ
い
て
】

田
中　

熊
本
県
が
主
催
の
八
代
・

天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
構
想
推
進
大
会

の
開
催
の
概
要
趣
旨
は
。

企
画
政
策
部
長　

県
関
係
国
会
議

員
・
県
議
会
議
員
・
市
議
会
議

員
・
地
元
経
済
団
体
会
員
様
を
お

招
き
し
、
学
識
経
験
者
の
講
演
や

シ
ー
ラ
イ
ン
の
必
要
性
等
を
認
識

し
、
早
期
実
現
の
た
め
の
国
等
へ

の
提
言
内
容
を
決
定
す
る
な
ど
、

機
運
の
醸
成
を
図
る
も
の
で
す
。

シ
ー
ラ
イ
ン
構
想
実
現
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
地
元
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
構
想
の
意
義
・

必
要
性
・
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
地
元
の
熱
意
と
期
待

を
示
す
と
い
う
こ
と
を
趣
旨
と
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
国
立
公
園
内
に
お
け
る
展
望
所
・

休
憩
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
】

田
中　

上
天
草
市
に
名
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
中
で
、
環
境
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

経
済
振
興
部
長　

国
立
公
園
内
に

お
き
ま
し
て
は
、
優
れ
た
自
然
風

景
を
保
護
す
る
た
め
、
伐
採
等
を

実
施
す
る
場
合
は
、
設
定
区
域
ご

と
に
各
種
行
為
の
許
可
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
環

境
省
の
許
可
お
よ
び
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
上
天
草
特
産
物
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
利
活
用
に
つ
い
て
】

田
中　

龍
ヶ
岳
町
の
特
産
物
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
展
示
さ
れ
て
い
な

い
と
思
う
が
、
理
由
を
伺
う
。

経
済
振
興
部
長　

天
草
梅
肉
ポ
ー

ク
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

見
た
目
が
と
い
う
意
見
と
塗
装
の

劣
化
に
よ
り
本
体
内
部
が
著
し
く

損
傷
し
、
修
理
に
多
額
の
金
額
を

要
す
る
た
め
、
今
後
設
置
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
海
運
業
を
フ
ッ
ク
と
し
た
地
域

振
興
に
つ
い
て
】

田
中　

内
航
海
運
お
よ
び
船
員
の

町
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
上
天
草
市

に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
産

業
振
興
お
よ
び
移
住
等
に
も
効
果

が
あ
る
と
私
は
考
え
る
が
。

市
長　

関
係
機
関
を
含
め
て
皆
さ

ん
の
協
力
を
頂
い
て
Ｐ
Ｒ
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
】

塩
田　

第
2
期
上
天
草
市
公
立
学

校
規
模
適
正
化
計
画
に
基
づ
い
た

統
廃
合
は
計
画
的
に
実
施
で
き
て

い
る
か
。

教
育
部
長　

本
計
画
は
、
令
和
9

年
度
ま
で
に
学
校
統
合
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
様
々
な
課
題
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
計
画
期
間
内
で

の
取
組
が
実
施
で
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

塩
田　

本
市
の
少
子
化
の
現
状
を

考
慮
す
る
と
、
計
画
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

本
計
画
は
平
成
30
年

4
月
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
策
定

時
に
想
定
し
て
い
た
児
童
生
徒
数

と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
を
上
回
る

勢
い
で
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
次
期
計
画
の
検
討
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
次
期
計
画
は
令
和

9
年
度
に
策
定
予
定
で
す
が
、
現

状
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
度
か
ら

基
本
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

早
期
着
手
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
令
和
7
年
度
か
ら
計
画

の
策
定
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
い
じ
め
問
題
等
に
つ
い
て
】

塩
田　

市
内
小
中
学
校
の
い
じ
め

の
現
状
は
。

教
育
部
長　

い
じ
め
の
認
知
件
数

は
、
令
和
4
年
度
に
小
学
校
で
35

件
、
中
学
校
で
25
件
の
合
計
60
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
主
な

要
因
と
し
て
は
、
冷
や
か
し
、
か

ら
か
い
、
文
句
を
言
わ
れ
た
な
ど

で
、
学
校
の
統
廃
合
を
要
因
と
す

る
い
じ
め
は
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

【
不
登
校
に
つ
い
て
】

塩
田　

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
の
状
況
は
。

教
育
部
長　

正
当
な
理
由
な
く
30

日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒
数
で

す
が
、
令
和
4
年
度
に
26
人
で
、

全
校
児
童
生
徒
か
ら
不
登
校
児
童

生
徒
の
割
合
を
算
出
し
た
出
現
率

は
1.6
%
で
す
。

塩
田　

学
校
統
合
に
よ
り
新
た
な

交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
い
じ
め
な
ど
が
発
生
し
、
不
登

校
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

重
大
な
事
案
と
な
ら
な
い
よ
う
、

子
供
の
命
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

塩田　真一 議員

学校の統廃合は計画どおり
進んでいるかＱ
Ａ 計画期間内での取組が

実施できている

田中　辰夫 議員

シーラインの早期実現な
方策についてＱ
Ａ 地元の盛り上がりが、

最も重要
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【
本
と
歴
史
の
交
流
館
「
イ
コ
ッ

ト
」
の
入
館
者
数
は
】

小
西　

交
流
館
全
体
、
図
書
館
、

歴
史
資
料
館
ご
と
の
入
館
者
数
は

何
人
か
。
ま
た
、
想
定
と
比
較
し

た
場
合
は
。

教
育
部
長　

オ
ー
プ
ン
か
ら
の

2
ヶ
月
半
で
、
交
流
館
全
体
の
入

館
者
数
は
1
万
9
5
9
7
人
、
図

書
館
が
1
万
4
4
1
2
人
、
資
料

館
が
3
8
7
9
人
で
す
。
年
間
目

標
入
館
者
数
は
7
万
人
と
し
て
お

り
、
内
訳
は
、
図
書
館
が
2
万
人
、

歴
史
資
料
館
と
交
流
館
全
体
で
5

万
人
で
す
。
目
標
値
に
つ
い
て
は
、

大
矢
野
森
記
念
図
書
館
の
年
間
利

用
者
数
約
4
千
人
の
5
倍
で
あ
る

2
万
人
と
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

の
入
館
状
況
を
考
慮
し
ま
す
と
、

目
標
数
は
達
成
で
き
る
見
込
み
で

す
。

小
西　

歴
史
資
料
館
に
は
、
所
蔵

し
て
い
る
古
文
書
も
多
く
、
解
読

作
業
の
ほ
か
、
外
回
り
の
業
務
も

あ
り
、
来
館
者
の
対
応
を
含
め
、

最
低
で
も
あ
と
1
人
の
学
芸
員
が

必
要
で
は
な
い
か
。
他
市
と
比
較

し
た
際
、
学
芸
員
の
数
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

本
市
の
自
然
や
歴
史
を

学
芸
員
の
高
い
専
門
性
を
持
っ
て

探
求
し
伝
え
る
こ
と
で
、
市
民
の

文
化
教
養
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
と
っ
て

も
、
郷
土
理
解
に
つ
な
が
り
、
上

天
草
市
を
愛
す
る
心
の
育
ち
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

令
和
5
年
度
が
初
め
て
の

学
芸
員
の
採
用
で
し
た
。
文
化
財

等
も
含
め
て
、
手
つ
か
ず
の
部
分

が
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
で
き
れ
ば

も
う
１
人
は
補
充
し
た
い
と
い
う

思
い
で
お
り
ま
す
。

【
省
エ
ネ
家
電
買
替
え
促
進
補
助

金
に
つ
い
て
】

小
西　

申
請
件
数
と
事
業
効
果
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

令
和
5
年
12
月

5
日
現
在
、
申
請
件
数
8
0
9
件
、

申
請
額
約
4
千
4
0
0
万
円
で
す
。

事
業
効
果
と
し
ま
し
て
は
、
年
間

目
安
C
O
2
排
出
量
が
約
11
万

8
千
キ
ロ
の
削
減
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
電
気
、
灯
油
、
ガ
ス
料
金
の

年
間
目
安
も
約
5
6
3
万
円
の
削

減
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
約
1
億
1
7
0
0
万
円
の

域
内
購
入
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組

に
加
え
、
経
済
活
性
化
に
も
繋

が
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま

す
。

【
天
草
幹
線
道
路
開
通
に
伴
う
地

域
振
興
策
の
取
組
に
つ
い
て
】

田
中　

熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
開

通
を
見
据
え
、
本
市
が
計
画
し
て

い
る
経
済
効
果
、
地
域
づ
く
り
、

移
住
促
進
お
よ
び
観
光
戦
略
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う
。

経
済
振
興
部
長　
（
経
済
効
果
に

つ
い
て
）
熊
本
市
か
ら
天
草
ま
で

の
所
要
時
間
が
30
分
程
度
短
縮
さ

れ
る
こ
と
で
、
通
勤
・
通
学
・
物

流
の
利
便
性
が
向
上
し
、
経
済
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
間
の
交
流
連
携
が
促

進
さ
れ
、
観
光
客
の
増
加
も
見
込

ま
れ
ま
す
。

（
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
）
本
市

に
お
い
て
も
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
、
移
住
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

仕
事
や
生
活
環
境
の
充
実
に
重
点

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
移
住
促
進
に
つ
い
て
）
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
観
光
旅
行
の
推
進
、

子
ど
も
の
学
力
向
上
と
個
性
を
伸

ば
す
よ
う
な
教
育
の
推
進
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向

け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
な
ど
、
他
分
野
に
わ
た
る

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
観
光
戦
略
に
つ
い
て
）
自
然
に

親
し
む
よ
う
な
観
光
旅
行
の
推
進
、

熊
本
都
市
圏
か
ら
の
観
光
客
の
誘

致
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
の
増
加

な
ど
、
多
方
面
か
ら
取
り
組
み
ま

す
。

【
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
お
け
る
本
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て
】

田
中　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に
伴
い
、

本
市
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

予
測
さ
れ
る
か
。

経
済
振
興
部
長　
（
観
光
客
の
増

加
に
つ
い
て
）
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
関
連

企
業
の
従
業
員
の
誘
客
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
）

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
下
請
等
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
事
業
所
の
存
在
に
よ
り
、

関
係
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

田
中　

台
湾
と
の
さ
ら
な
る
交
流

事
業
の
見
解
に
つ
い
て
。

市
長　

弁
事
処
と
の
意
見
交
換
を

行
い
、
友
好
交
流
を
結
ぶ
方
向
で

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小西　涼司 議員

本と歴史の交流館「イコット」
の入館者数はＱ
Ａ 2ヶ月半で約2万人

田中　万里 議員

熊本天草幹線道路の効果はＱ
Ａ 経済活動の活性化が

期待される

▲�交流館キャラクター
　「イコット」くん
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【
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
】

西
本　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
給

水
人
口
の
減
少
に
よ
る
水
道
料
金

の
収
入
も
減
少
し
、
水
道
管
の
老

朽
化
も
進
む
状
況
で
あ
る
。
更
に
、

水
資
源
に
乏
し
く
、
人
口
密
度
も

狭
い
本
市
は
、
使
用
料
金
も
20
㎥

単
位
で
試
算
す
る
と
全
国
で
は
5

番
目
に
高
い
水
道
料
金
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
水
道
施
設
の
耐
用

年
数
が
経
過
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
将
来
的
に
は
、
市
単
独
で
の

水
道
事
業
を
維
持
で
き
る
の
か
。

水
道
局
長　

経
営
状
況
が
悪
化
す

る
場
合
は
、
水
道
事
業
を
継
続
す

る
た
め
に
、
経
営
状
況
の
再
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
の
安
定

性
や
料
金
の
最
適
化
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
検
討
を
行
う
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

西
本　

水
道
管
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
て

い
る
水
道
管
、
79
㎞
の
更
新
費
用

は
、
55
億
8
千
万
円
と
算
出
さ
れ

て
い
る
が
、
維
持
管
理
は
、
ど
の

よ
う
に
推
移
す
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

水
道
局
長　

本
市
が
所
有
す
る
水

道
施
設
の
多
く
は
老
朽
化
が
進
み
、

更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
点
検
、

修
繕
な
ど
の
維
持
管
理
に
よ
る
長

寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の

交
付
金
を
最
大
限
に
活
か
し
て
管

路
更
新
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

西
本　

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合

か
ら
分
水
し
て
45
年
以
上
経
過
し

て
い
る
が
、
送
水
管
更
新
の
概
算

費
用
が
約
38
億
円
必
要
で
あ
る
が
、

将
来
的
に
は
水
道
事
業
の
経
営
は

更
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
思
う

が
将
来
像
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

市
長　

1
事
業
体
で
の
経
営
で
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
の
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
適

正
な
料
金
で
、
市
民
の
皆
様
方
に

安
心
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に

使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
老

朽
化
し
た
水
道
施
設
の
国
庫
補
助

等
の
拡
充
や
補
助
率
引
き
上
げ
な

ど
、
財
政
支
援
お
よ
び
水
道
事
業

の
広
域
連
携
へ
の
取
組
の
推
進
等

を
引
続
き
国
・
県
へ
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
非
常
用
発
電
設
備

に
つ
い
て
】

何
川　

市
公
共
施
設
で
の
非
常
用

発
電
設
備
の
整
備
状
況
は
。

総
務
部
長　

指
定
避
難
所
は
30
施

設
あ
り
、
非
常
用
発
電
施
設
、
太

陽
光
発
電
施
設
な
ど
の
非
常
用
蓄

電
池
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、

大
矢
野
総
合
体
育
館
、
松
島
総
合

セ
ン
タ
ー
ア
ロ
マ
、
姫
戸
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
の
3
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

何
川　

本
市
で
は
、
台
風
や
豪
雨

に
は
毎
年
警
戒
が
必
要
で
あ
り
、

地
震
・
津
波
も
、
次
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
、
気
象
庁
よ
り
今

年
の
市
防
災
会
議
で
説
明
が
あ
っ

た
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
市

民
が
一
定
期
間
避
難
生
活
を
送
る

指
定
避
難
所
に
お
い
て
、
電
力
供

給
の
た
め
の
非
常
用
電
源
設
備
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

例
年
、
台
風
や

大
雨
等
に
よ
り
開
設
す
る
避
難
所

は
9
施
設
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

非
常
用
発
電
設
備
未
設
置
4
施
設

の
停
電
時
の
一
時
的
な
対
応
と
し

て
、
各
庁
舎
お
よ
び
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
に
1
台
ず
つ
あ
る
可
動
式

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
非
常
電
源
用

蓄
電
池
を
臨
時
的
に
配
置
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

大
規
模
災
害

に
対
す
る
万
全
を
期
し
た
準
備
は

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
既

存
の
設
備
を
最
大
限
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
国
・
県
等
の
支
援
に

よ
り
、
避
難
所
の
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
川　

宇
土
市
、
宇
城
市
は
、
熊

本
地
震
の
経
験
が
骨
身
に
染
み
て

こ
れ
ま
で
備
え
を
し
て
き
た
。
反

面
、
天
草
の
場
合
は
、
被
害
が
少

な
か
っ
た
分
意
識
が
薄
い
と
感
じ

る
。
上
天
草
市
は
陸
路
が
橋
で
つ

な
が
っ
て
い
る
だ
け
で
よ
り
一
層

災
害
に
対
す
る
意
識
は
高
く
あ
る

べ
き
だ
と
思
う
。
学
校
施
設
も
全

く
補
助
電
源
が
な
い
現
状
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
も
設
置
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
今
以
上
の

防
災
意
識
の
啓
発
と
備
え
を
行
う

こ
と
が
市
民
の
安
心
安
全
に
つ
な

が
る
。

何川　雅彦 議員

西本　輝幸 議員

Ｑ
Ａ

避難所に非常用発電設備をＱ
Ａ 必要性は認識している

１事業体での経営は難しい
状況にある

水道事業は市単独で
維持できるのか

▲�能登半島地震の
発生により「半
島」の地震対策
が問われている。
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　これまでの議論に引き続き、11月30日と12月20日の2日間、議会制度調査特別委員会を開催
しました。本特別委員会では、議会改革（議員定数・議員報酬・政務活動費のあり方）について
の議員アンケート結果のとりまとめを行ったうえで、議員間での活発な議論を重ね、議会改革
（案）の素案を策定しました。

１　議員定数について
　「現状の14人で問題なく活動できている。」
などの理由から、現行16人から14人とする
議員削減（案）としました。

２　議員報酬について
　「今後の議員のなり手不足や山積する地方
自治体が抱える課題に対応するためにも、
議会改革は不可欠。」や「報酬額は次の任期
から適用するものであり、報酬アップは、
今後の世代の環境づくりとして重要。」など
の理由から、現行の報酬額を月額3万円増
額する（案）としました。

　なお、増額の根拠として、熊本県下人口
5万人未満の市議会（7市）の月額報酬平均
額約34万3千円と上天草市議会の現行報酬
額31万4千円の差額分約3万円が算出根拠と
なっています。

３　政務活動費について
　「現在の実績から返納金の出ている状況」
などの理由から、現状維持としました。今
後、改正に向けたスケジュールとしては、
報酬審議会への諮問、定例会本会議におけ
る委員長報告、議決を経て、関係条例等の
整備を行う予定としています。

議会改革に関するご意見やご要望があれば、市議会事務局へお問い合わせください。
ＴＥＬ　０９６４－２６－５５３６（直通）　　ＦＡＸ　０９６４―５６－４９３６
メール　gikai@city.kamiamakusa.lg.jp

議会改革（案）を策定！活発な議論を展開！
－次の任期の環境整備を目指し－

■ 議員定数（案）14人　（現在の定数　16人）

■ 議員報酬（案）　　 月額 /30,000円増　
　　【適用時期】　次の改選後の任期（令和7年5月予定）から適用

改革案

審議経過（第3回・第4回議会制度調査特別委員会）と今後の予定

【議員アンケートの結果（一部抜粋）】対象者：現職議員14名

①議員定数 ②議員報酬 ③政務活動費

（案） 回答数 割合 （案） 回答数 割合 （案） 回答数 割合

1 14人 8名 57% Ｕ　Ｐ 9名 64% 現状維持 6名 43%

2 16人 4名 29% 現状維持 4名 29% Ｕ　Ｐ 4名 29%

3 13人 1名 7% ＤＯＷＮ 1名 7% ＤＯＷＮ 4名 29%

4 14or13人 1名 7%



　11月8日から9日の2日間、上

天草市議団の13名は、東京都の

議員会館を訪問し、上天草市の

水道基盤強化に関する要望活動

を行うとともに環境省および国

交省より講師を迎え、①地域脱

炭素推進のための交付金制度②

自動運転による移動サービスに

ついて勉強会を実施しました。

　金子衆議院議員、西野衆議院議員、松村参議院議員、馬場

参議院議員に対し要望書を提出しました。

　

11
月
9
日
に
、
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
に
お
い
て
、「
ス
マ
ー
ト

ホ
ー
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
街
区

（
美
園
地
区
）」
お
よ
び
ジ
ェ
イ

フ
ァ
ー
ム
（
ス
マ
ー
ト
農
業
）
に

つ
い
て
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
Ａ
Ｉ

な
ど
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農

業
の
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
街
区
全

体
で
脱
炭
素
と
強
靭
性
を
備
え
、

自
助
と
共
助
を
創
出
す
る
新
し
い

ま
ち
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。
座

学
お
よ
び
現
地
の
視
察
を
行
い
、

先
進
地
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
の
市
政
に
お
い
て
、
今
回
の

視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
市
政
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。
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安心で安定した上天草市の将来のために
～政府要望・政策勉強会を実施～

▲金子恭之衆議院議員事務所にて

▲ジェイファーム視察

▲（左）座学での研修（右）美園地区の視察

▲勉強会の様子

市
政
に
活
か
す

先
進
地
視
察
を
実
施
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　議会だより「えがお」に対する皆さまのご意見・ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いします。
■応募方法　ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りください。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514　　上天草市議会事務局
　　　　　　FAX：0964-56-4936　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
11月
　　1日　議会運営委員会
　　7日　天草広域連合苓北分署落成式出席
　　8日～10日
　　　　行政視察・国会議員要望活動
　　　　（東京都・埼玉県）
　15日　行政視察受入（鹿児島県日置市）
　17日　行政視察受入（御船町）
　20日　�天草幹線道路の早期完成を求める
　　　　要望活動（県庁）
　21日　行政視察受入（鹿児島県大和村）
　24日　議会運営委員会

12月
　　１日～20日
　　　　令和5年第5回上天草市議会定例会
　　２日　観光庁交流会出席
　　３日　関西天草龍ヶ岳町人会出席（大阪府）
　16日　三県架橋大会出席（鹿児島県）
　17日　八代・天草シーライン推進大会出席
1月
　　３日　二十歳の記念式典出席
　　４日　消防出初式出席
　　９日　熊本県市議会議長会議員研修会参加
　18日　議会運営委員会
　23日　令和6年第1回上天草市議会臨時会
　26日　議会運営委員会
　27日　男女共同参画フォーラム出席
　28日　天草郷友会総会出席

1月臨時会 令和6年1月23日（火）に臨時会が開催され、補正予算1
件、その他1件を審議し、すべての議案を原案のとおり可
決しました。

補正予算（主なもの）

工事請負契約の変更について（契約金額の変更）

上天草市共通ポイント運用業務委託� 3,382万8千円　
　昨年10月から、デジタル食事券を運用するため導入したデジタルアプリ「ココシル」を活用して、
市内の登録店舗で利用できる共通ポイントを運用するもの。

工事名：大矢野中学校北棟長寿命化改修工事（建築）

　　　　 変更前　451,000,000円　➡　変更後　530,790,345円 

1月臨時会

工事請負契約の変更について（契約金額の変更）

主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

補正予算（主なもの）

議案
番号 議案名 結果 表決数

北　

垣

井
手
口

木　

下

何
川
誠

塩　

田

嶋　

元

田
中
辰

何
川
雅

宮　

下

西　

本

髙　

橋

小　

西

田
中
万

桑　

原

議案
第1号

令和5年度上天草市一般会計
補正予算（第12号）

原案
可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第2号 工事請負契約の変更について 原案

可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

〇賛成　●反対　/欠席　－議長は除く

賛 否 表
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令
和
6年
2月
15日

発
行

発
行
／
上
天
草
市
議
会

編
集
／
上
天
草
市
議
会
　広
報
編
集
委
員
会
　TEL.0964-26-5536（

直
通
）

編
集
後
記

　

2
0
2
4
年
最
初
の
議
会
だ
よ
り
の
発
刊

に
あ
た
り
、
文
章
に
残
す
責
任
の
重
大
さ
を

感
じ
な
が
ら
編
集
後
記
に
書
き
記
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
正
月
気
分
を
一
気
に
吹
き
飛

ば
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
す
べ

て
の
方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
11
月
8
日
～
10
日
に
か
け
て

国
会
要
望
お
よ
び
行
政
視
察
に
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
1
日
目
は
「
地
域
脱
炭
素
の
た
め

の
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
」、「
自
動
運
転
に

よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」、
2
日
目

は
、
2
班
に
分
か
れ
て
国
会
要
望
と
「
ス

マ
ー
ト
ホ
ー
ム
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
視

察
を
行
い
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
会
要
望
の
合
間
に
靖
国
神
社
に
参
拝
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
若
く
し
て
死

の
恐
怖
と
葛
藤
し
な
が
ら
、
気
丈
に
も
人
や

家
族
を
思
い
や
る
手
紙
を
綴
っ
た
本
を
手
に

し
ま
し
た
。
80
年
経
っ
て
も
人
々
の
心
を
動

か
す
文
章
（
文
面
）
と
ま
で
は
い
い
ま
せ
ん

が
、
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
皆
様
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
宮
下
委

員
長
を
中
心
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

�

（
塩
田　

真
一
）

上
天
草
市
議
会  

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

宮
下　

昌
子

副
委
員
長　

北
垣　
　

洋

委　
　

員　

井
手
口
隆
光

塩
田　

真
一

何
川　
　

誠

小
西　

涼
司

次の定例会は 2月26日開会です。テレビ・インターネット中継もご利用いただけます！詳しくは議会事務局へ　0964－26－5536

まちを歩いて… 姫戸町

松島町

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリ

　近年、クリスマスイルミネーションが
年々豪華になっていくのを楽しみにしてい
ます。私も25年ほど前、塩屋地区の姫戸小
学校保護者数名で、姫戸小学校校門横に
飾ったことがあります。姫浦地区から二間
戸方面へ国道を走ると、姫戸第二トンネル
の出口真ん中に輝いていたことを思い出し
ます。毎年、商工会青年部が二間戸よかと
こ広場に飾ってくれますが、今年もきれい
でした。

▲姫戸町二間戸よかとこ広場

▲松島町合津５支部１番地区のみなさん

　松島町合津5支部1番地
区でのどんどやの様子で
す。有志の方々を中心に
20年近く続けておられる
そうです。


